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◎ジェンダー
生物学上の性差に対し、社会的・
文化的につくられた性差をいう。一
般的な『男らしさ』『女らしさ』と
いったイメージは、男女に固有のも
のではなく、時代や社会によって後
天的に形成されたもので、生活、職
業、学習などの選択の可能性が性別
によって制約されたり、片方の性に

特定の役割が集中するなどの原因になっている。
こうした固定的なイメージや性別役割分担意識
をジェンダー・バイアスといい、このような固
定観念を払拭することをジェンダー・フリーと
いう。
◎女性問題
女性が人間として男性と平等に生きていく上
で障害となっている諸問題のこと。女性が女性
であるという理由で生き方や役割が規制され、
経済的、社会的、文化的に差別されたり、不利
益な取り扱いを受け、持っている能力を十分に
発揮できない問題状況をいう。
◎男女共同参画社会
男女が社会の対等な構成員として、自らの意
思によって社会のあらゆる分野の活動に参画す
る機会が確保されることにより、男女が均等に
政治的・経済的・社会的・文化的利益を享受す
ることができ、かつ共に責任を担うべき社会。

▲『登別市男女共同参画基本計
画（のぼりべつ・はぁもにぃ
プラン２１）』ダイジェスト版

男と女のデーター
『ジェンダー』は、私たちの生活や意識の中に知らず

知らずのうちに入り込んでいます。「当たり前だと思っ
ていた、思われていた。でも、それってなんか変」
そのことに気づき始めている人も多くなってきました。
あなたはどうですか？

男と女のデーター

賛成 どちらかと
いえば賛成 わからない どちらかと

いえば反対 反対

平成１４年

平成９年

平成４年

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００

１４.８％
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２３.０％

３２.１％

３７.２％

３７.１％
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５.９％９％
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４.４％
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２７.０％

２４.０％

２４.０％

２０.０％

１３.８％

１０.０％

女性は職業をもたない方がよい

結婚するまでは、職業をもつ方がよい

子供ができるまでは、職業をもつ方がよい

子供ができたら職業をやめ、　　　　　
大きくなったら再び職業をもつ方がよい

子供ができてもずっと職業を続ける方がよい

その他

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０

４.４％

６.２％

９.９％

３６.６％

３７.６％

５.３％

『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』
という考え方について

平成１４年の調査では賛否が約４７㌫と同率で、平成９年の
調査と比較すると、賛成は約１１㌫減少して、５割を下回り
ました。
賛成する人の割合が低下し、反対する人の割合が上昇し
ていることは、男女の役割分担よりも共同参画の意識が少
しずつ浸透していることがわかります。

そう思う
どちらかといえばそう思う

そう思わない
どちらかといえばそう思わない 無回答

女性

男性

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００

４５.８％

５３.５％ ４２.３％

５０.６％

４.１％

３.５％

女性が職業をもつことについて

選択肢を大別すると、『働くべきではない』『家庭や育
児責任を担っていないときは働くべき』『働くべき』の３
つ。８０㌫以上の人びとが女性も働くべきだと考えています。
法律の整備や社会的な制度が整うことで、『子どもがで

きてもずっと職業を続けるほうがよい』の数値は上昇して
いくものと考えられます。

『女性は男性を優先する』に『そう思う』と多く答えるのは当の女性であり、『リーダ
ーシップをとるのは男性』に『そう思う』と多く答えるのは当の男性。
このことから、『ジェンダー』に自分を縛り付けているのは、まさに自分自身のこだわ
りにあることがわかります。

女性は自分のことより男性（夫・パートナー）
のことを優先して考える方がよい

男性（夫・パートナー）がリーダーシップを
とるのが当たり前

そう思う
どちらかといえばそう思う

そう思わない
どちらかといえばそう思わない 無回答

女性

男性

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００

５８.２％

５１.２％ ４５.１％

３８.５％

３.７％

３.４％

内閣府：平成１４年『男女共同参画社会に関する世論調査』内閣府：平成１４年『男女共同参画社会に関する世論調査』

北海道：平成１２年『女性に対する暴力実態調査』
※回答率は四捨五入を行っているため、合計が１００．０％にならない場合があります。

北海道：平成１２年『女性に対する暴力実態調査』
※回答率は四捨五入を行っているため、合計が１００．０％にならない場合があります。
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